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・コラム「たとえばレストランを始

めるとすれば」（杉浦） 

・お知らせ(鮎喰川クリーンアップ) 

・太陽と緑の会からの助成報告 

・協力者名簿／編集後記 

かわら版 
 

「たとえばレストランを始めるとすれば」  杉浦 良 
___ 

ＮＰＯ法人 太陽と緑の会 

171号/2016 
  年 

___ 

 ある障がい者福祉サービス事業所の事業で、今まで内職作業が中心だったのを大幅に事

業変更し、レストランを始めようとしたとします。立地条件等を考えるとレストランが合

っているように思うし、メンバーたちもやってみたいと反応は上々です。サービス管理責

任者や支援員の方は福祉の資格は持っていますが、プロの調理の経験はありません。さて

どう事業を展開していったら良いでしょう？ 

 

 「プロの料理人に来てもらって、その指導の下で、ハンディーを持ったメンバーたちに

やれることをやってもらうのが、早いかな？」 

「では支援員の方々は？何するの？」 

「メンバーたちの個別支援計画やら日々の日報等々、いっぱい書類を作らんといかんし。

プロの料理人に料理は任すにしても、接客や会計、洗い場や掃除など色々やらんといかん

ことが沢山あるわ！サービス管理責任者には渉外広報宣伝もやってもらわんといかん。パ

ソコンでチラシも作ってもらわんとな・・」 

地域活動支援センター太陽と緑の会リサイクル作業所では、毎日の昼食の炊飯とみそ汁作りは、ハンディを持
ったメンバーが担当しています。最初は不安そうだったＴさんも台所に立つ姿が板について来ました。 
初挑戦のＮさんは、「おいしかったよ」という皆の反応にホッとした様子でした。 
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「じゃあメンバーたちは何するの？」 

「はき掃除やふき掃除はやれる人いる。洗

い物はどうかな？まあ訓練すればやれる

か？タマネギむいたり、ニンジンの皮むき

はピーラーでやれるかな？でも料理自体

は、私たちでも難しいと思う。盛り付けく

らいならできるか？」 

「ではメニュー設定やら単価設定は誰が

決める？」 

「やはり料理人かな？それは違うか？」 

「では、原材料費や光熱水費と家賃等の必

要経費を引いた利益は、メンバーたちに工

賃として渡す？」 

「サービス管理責任者や支援員は事業所

に支払われる公的資金でまかなわれるけ

ど、料理人の給料はどこから出すの？やっ

ぱ利益から出すのと違う？普通のお店は

そうだよ！ 

オーナーと料理人が一緒の所もあれば

別々の所もあるけど、もしお客さんが沢山

来なければ閉店に追い込まれる。 

ウエイターや洗い場や掃除はパート職

員か奥さん？しょっちゅう遅刻するメン

バーの Oさんはアウトだよね・・」 

「でも支援員が、パート職員か奥さんがや

ることまでやるんだったら、どうも違うん

じゃない？そこまでメンバーたちがやれ

るかな？」 

「だったらプロの料理人を雇うのでなく、

支援員が料理を勉強したら？サービス管

理責任者にも、どこかの料理学校で料理の

極意を学んでくる？」 

「でも料理人になるために福祉の資格を

取ったわけじゃないし、それはちょっと違

う・・」 

「でもハンディーあるメンバーたちを、社

会の中で活かすための方法論としてレス

トランがあるとすれば、それはやらんとい

かんのでは？」 

「でもそれなら、普通のレストランにメン

バーを雇ってもらった方が本来的ではな

いの？」 

「でもそうすると、接客や洗い場、掃除や

会計など色々やれるようにならんといか

んし、ちょっと無理とちがうかな？」 

「そのあたりを、いろんなハンディーを持

ったメンバーたちが組み合わさることで、

全体としてレストランとして成り立たせ

ることができれば、地域に溶け込んだ町の

中のレストランとして機能できる。訓練す

れば一般就労できるメンバーばかりでは

ないからね・・。 

でもメンバーたちの仕事の充実感とし

ては、言葉は悪いけど、プロの料理人に下

手間として加わっているより、全体として

主役で関われることに意味があるんじゃ

ない？売り上げが落ちても私は関係な

い！と言えないところが、普通の社会の厳

しさだし。売り上げ減ったら閉店だよ！新

しいメニューを考えんと、給料が下がる！

というリアリティーこそ、一般的な社会人

の常識だし・・」 

「だったらサービス管理責任者も支援員

もおんなじ土俵で勝負したら？メンバー

ばかり押し上げんと！」 

「・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・」 

 

 そんなシミュレーションがスタッフ会

議で行われました。こんな会話の中に、大

切なテーマがいくつも隠れています。それ

を掘り下げずに流すか？それとも逃げず

に取り組むか？そのあたりが問われてい

るように感じてしまう、今日この頃です。 
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文・イラスト 

藤田さん 

お 知 ら せ 

 
 

 

◎元スタッフ佐藤さんと息子さん 

今から 30 年も前「福祉共働作業所 太陽と緑の会

徳島福祉リサイクル」という、舌を噛みそうな名前

の頃、専任スタッフとして支えてくれた佐藤さんと、

体験ボランティアに参加してくれたその息子さん

が、5月 3日当会を訪ねてくれました。 

 

 

◎佐那河内村から 

３月 13 日 原さん、丸井さん、桑原さん、小谷さん 

5 月 16 日 島さん、原さん、松田さん（佐那河内村

職員）他６名の皆様  

 

 

◎四国学院大学（香川県）の皆様 

２月 16 日午後１時半から４時半まで、富島教授と６

名の大学生の皆様が見学に来られました。平成 24 年

３月、同 25 年 12 月、そして一昨年の 12 月に続いて

４回目となります。  

柳澤寿男監督のドキュメンタリー映画「そっちや

ない、こっちや コミュニティケアへの道」（1982 年）

を事前に鑑賞された上での来所見学。  

当時20代だった杉浦がメンバーと一緒に自分たち

の作業所の「空想設計図」を練り上げていく映画の

場面を題材に。 

「上から目線の先生になってほしくない」 

特別支援学校の教員を志望する学生さんたちに富

島先生が根っこの部分に切り込んでいきます。 

遅効性の堆肥のごとく、ずっと後になって意味が

出て来るものこそ、本来的な教育なのかもしれませ

ん。 

来所見学 
◎共同連の皆様 

１月 16 日～17 日、共同連代表

で元参議院議員の堀さん(東京

都)をはじめ、宿泊研修でもお

世話になった、わっぱの会(愛

知県)の斎藤さん、羽田さん、

がんばカンパニー(滋賀県)の

中崎さん、昨年も当会に見学に

来られたねっこ共働作業所(滋

賀県)の白杉さんなど、８名の

皆様が来られました。 

太陽と緑の会創立者近藤文

雄、柳澤寿男映画監督の話や、

杉浦が愛知県知多市で関わっ

た取り組みの話など、太陽と緑

の会の今の活動が始まるに至

るまでのルーツのような話か

ら始まりました。  

長年に渡り熱心に活動に取

り組んでこられた皆様を前に、

お話をさせて頂く私達も身の

引き締まる思いでした。 

 

 

◎ねっこ共働作業所の皆様 

4 月 9 日～10 日、１泊２日で見

学研修に来られました。三つの

事業所が企業組合として形を

整えた、日本でもユニークな所

です。 

トイレ掃除、印刷全般や名刺

等スピード印刷を中心作業に

置き、ハンディーあるメンバー

たちにも最低賃金を確保する

「ねっこ共働作業所」は、３か

所に分かれた事業所の皆の横

のつながりも重要と聞きまし

た。 
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鮎喰川クリーンアップ 
平成 13 年５月より始めた鮎喰川河川

敷のゴミゼロクリーンアップ清掃活動

を、今年も行いました（16 回目）。 

刈払機による草刈りとゴミ拾い。 

今回は徳島マラソン前の４月 22 日から

スタート、５月８日、15 日、21 日、27

日、29 日と行いました。 

 

 

体験実習ボランティア 
◎入田中学校（徳島市）職場体験実習 

5 月 30 日、３年生４名の皆様が来られ

ました。中には「毎年、親と品物の持ち

込みに来ていました」という生徒さんも。 

昨年に続き通算６回目です。最高気温

は 26.8 度。少し汗ばむ陽気の中、電化製

品の動作テスト、ショーカード記入や、

衣料品の入替作業など、４時間にわたり、

様々な作業を体験して頂きました。  

「まるで孫と一緒にやっているみたい

で、何や照れくさいなぁ」と 67 才のパー

ト職員Ｙさん。  

「いろいろ一生懸命やってくれて、助か

ったわ」  

富永校長先生、教頭先生もお越し下さ

り、本当にありがとうございました。 

 

12 月 20 日 10 時～15 時 徳島北高校２

年生１名 体験ボランティア参加 

３月 31 日、４月１日、５月６日、７日 

吉田さん（大学生・香川県）体験ボラン

ティア参加（いずれも午前 10 時～12 時） 

その他 
３月５日 徳島県障害者地域共同作業所

連絡協議会の研修懇親会が、県内作業所

事業所 26 か所から 46名の方々が出席し

て開催（於：ホテル千秋閣・徳島市）。 

富澤彰雄教授（徳島文理大）に地域福

祉の在り方を、自身の人生を絡め、実践

経験と障害者福祉の歴史的流れを踏まえ

ながら、理論的かつ実践的にお話し頂き

ました。 

「解りやすくて良かった」  

「現場を実践されている富澤先生だから

こそ、言葉に気持ちがこもっているし、

それが伝わった」  

 「日々日常の活動を考え直す、良い機会

となった」  

など遠くから来られた皆さんにも、大変

好評でした。  

 

 

定休日及び冬期休業 
 

スコップとジョレンで排水路の掃除。 
２年目の若手メンバーＮさんも汗だくになりました。 
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第 43回太陽と緑の会福祉事業団からの
助成  
徳島市資源ごみ回収事業に係る奨励金
（古紙１キロに対し５円、鉄屑、空き
缶１キロに対し６円、ウエス１キロに
対し 10 円、廃食油１キロに対して 20
円）平成 26 年度前期分(平成 26 年後期
配分)39万100円が当会の太陽と緑の会
福祉事業団に支給されました。  
 これをもとに、各分野で非営利活動
に取り組んでおられる以下の団体の皆

様に支援させて頂きました。(敬称略)   
 
①障害者福祉活動への助成  
ＮＰＯ法人 聴覚・ろう重複障害者生

活支援センター（地域活動支援センタ
ーの運営など）（徳島市）1 万 5000 円(う
ち 1万円は送迎車両購入支援カンパ) 
徳島県精神障害者家族会連合会 5000 円 
スペシャルオリンピックス日本・徳島
（障がい者の方の阿波踊り参加支援費
用として）1200 円(ハートフルゆめ基金
とくしま) 

あすなろ作業所(徳島県那賀町)(新木
造作業所落成)3万円 
  
②社会福祉活動への助成  
新しい自立化支援塾（野宿を余儀なく
された方々の支援活動・徳島）３万円 
徳島市社会福祉協議会 5000 円 
ストップＤＶサポートの会（ＤＶを受
けている人の直接支援費用として）1万
4400 円(ハートフルゆめ基金とくしま) 
徳島いのちの電話（徳島県自殺予防協
会）（電話による相談活動）5000 円 

大阪釜ヶ崎喜望の家（野宿を余儀なく
された高齢日雇労働者の支援）１万円 
ＮＰＯ法人空き家バンクで福祉のまち
づくりを考える会(認知症カフェ設立
支援)5300 円  
 
③国際協力活動への助成 
モヨチルドレンセンター（ケニアでの
ストリート・チルドレンの支援活動）5
万円 徳島県国際交流協会 5000 円 

ペシャワール会（アフガニスタン等での医療
事業、水源確保事業、農業計画）１万円  
日本チェルノブイリ連帯基金（チェルノブイ
リ原子力発電所事故被災者への医療支援） 
１万円 
ＮＰＯ法人ルワンダの教育を考える会(ルワ
ンダでの教育支援活動(宗教団体や政府から
独立した学校の運営)など)1 万円  
 
④環境保全活動への助成 
ＮＰＯ法人新町川を守る会（川を守り、水を

活かしたまちづくり）4000 円 
ＮＰＯ法人川塾（川遊びのリスクマネジメン
トを学ぶプロジェクト費用として）1万 800
円(ハートフルゆめ基金とくしま)   
 
⑤その他の活動への助成  
日本ＮＰＯセンター（ＮＰＯの社会的基盤の
強化を図る活動）１万円 
徳島県ボランティア協議会（ボランティア活
動の普及を推進する活動）5000 円 
ＮＰＯ法人フードバンクとくしま（子どもが
学ぶもったいないからありがとうパペット

人形づくりプロジェクト費用として）3600
円(ハートフルゆめ基金とくしま) 
 
⑥災害支援 

社会福祉法人ありのまま舎（宮城県仙台市）
（東日本大震災により被災された宮城県沿
岸部の在宅重度難病者支援活動に対して）10
万 9846 円   
三好市豪雪災害義援金 １万円 
東みよし町豪雪災害義援金 １万円 
つるぎ町豪雪災害義援金 １万円 
徳島ネパール友好協会(地震支援)1 万円  

 
支援金振込手数料 954 円  
 
 

太陽と緑の会福祉事業団の助成活動は平成

５年度よりスタートしました。各分野で非営

利活動に取り組んでおられる個人・団体の皆

様を対象に年２回、22年間で累計 1346 万

9176 円の助成を行ってきました。  

 

 

 

 

太陽と緑の会からの助成 
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当会の活動をご支援下さった皆様 
§2016 年２月 1日～2016 年 4 月 30 日§（紙面の都合上、敬称は略させて頂きます） 

ご寄付を下さった皆様 
真杉、久繁、久次米、匿名、岩間、尾上、匿名、南、上田 
（郵便振替口座）森、武田、瀧倉、三代田、 

 

品物を引き取りにお伺いさせて頂いた皆様 
○徳島市○三木、古本、阿部、栄寿司、藤永、岩見、片山、山口、樫本、原、田中、佐藤吉田、大木、和
久利、下條、石川、野口、福井、山本、中川、妹尾、橋本、森脇、伊藤、浅野、内田、藤井、みずほ保育
園吉田、中西、以西、宮北、今津、十田、大嶺、西、高橋、岡本、佐尾山、竹原、辻村、コートダジュー
ル虹の橋、住友、古田、朝栄、浜口、内村、日野、廣岡、深谷、多田、杉原、雲財、本川、安芸、戎、チ
ケット徳島、鏡、横山、林、久繁、松村病院、鎌倉、久次米、佐川、佐藤、佐渡、武市、向井商店、立花、
川人、日川、芳屋、白木、森、江島、鬼頭、大櫛内科、小倉、田村、布川、玉成、笠井柳生、北野、長野、
沖野、矢間、久住、村井、ピンク美容院、小西、増田、山崎、戎井、馬島、松窪、山ノ井、土井、鐘田、
木内、白井、谷、奥座、蔵本、高田、榎本、西木、新田、渡辺、パソＱ、新居、岡田、アトリエ滝、茨木、
富登、水谷、天羽、山中、池上寺田、大島、七条、上田、浜内、中元、大久保、今井、西岡、長浜、Ｄコ
ム、美馬、真杉、富永、工藤、竹之下、機械化センター、藤田、梶元、有料老人ホーム、岡久、野鳥の会、
岡山、竹本、馬場、高木、花岡、岸、福本、長尾、長江、小野、明石、富田、丸岡、木谷、宮越、読売新
聞徳島東、原内、福原、広田、栗田アフタナイロン、チケット徳島、北村、黒川、平戸、安好、菖蒲、中
村、近田、松浦、柏木、井口、吉野、左尾山、長原、岩間、一柳、広瀬、竹上、川野、清水、吉元、河野、
大櫛、杉本、徳島ボランティア推進センター、高岡、佐野、鶴和、興禅寺、松平、坂東、岸、島田、赤坂、
宇治製品、寺西、長尾、小川、早渕、郡、本田、播田、十河、松本、宮城、東條、久宍、久保、久米、倉
田、乾、宮本○北島町○大島、飯坂、冨士、結城、中野、小林、工藤、江口○鳴門市○長谷川、増田、久
龍、西岡、坂田、崎原、中村、鈴木、茶園、真野、山田、法泉寺○板野町○武田、賀山、上村、谷口、北
原、武市○小松島市○坂口、木村、長尾、絹川、岩本、佐川、大西、弘田、内藤○阿南市○岩城、武市、
中本、上原、天羽○石井町○島口、後藤、井上、中田、小杉、小久見、坂尾、柴田、内村、高木、吉田、
廣田、本田、斎藤、阿部、橋本、山口、芝○松茂町○川道、泉、中川○藍住町○南浦、秦、斎村○上板町
○森、新居、丸井、長田○阿波市○河野、グループホームごしょ、野口、岩間○吉野川市○大久保、木戸 
 

品物を持って来て下さった皆様（郵送含む）  
○徳島市○井上、藤吉、山下、米原、木村、加藤、高見、桜井、横山、佐野、小森、宮本、今井、清水、
岡本、団、村本、佐藤、森上、石井、佐中、武市、板東、野村、太田野上、寺井、立石、妹尾、藤原、住
友、喜多、吉岡、渡辺、中川、津田、片岡、鈴江、石井、山橋、矢川、板東、金一、河村、中西、照本、
畑、椎野、荒木、笠原、横田、立穴、田中、中村、庄野、伊丹、齋藤、南、高橋、篠原、眞鍋、川人、大
津、、湯浅、長澤、岩崎、小倉、上田、十田、林、藤澤、長岡、池本、槇内、兼子，瀧本、植田、山田、松
下、谷口、高木、東、榎本、内田、三浦、照本、小松、大坂、天野、玉田、阿川、三好、後藤、寺島、三
島、寺内、西沢、なのはな 津司、元木、児玉、竹田、富永、吉田、吉崎、藤本、池上、猪井、木下、齋
藤、堀岡、高瀬、蔭山、東條、川田、江崎、井筒、吉富、住瀬、鏡、梅本、森田、大野、堀金、、春藤、弘
田、島、勝山、佐々木、楠本、浅野、兼市、川上、猪子、速水、山内、増田、四国大学学生ボランティア、
丸山、北山、古川、日下、安宅、黒川、下山、前野、丸笹、花井、萩原、阿部、金丸、坂本、坂東、西浦、
楠、原田、大和、中嶋、竹原、若林、永井、鎌田、福井、田村、盛、粟飯原、野田、多田、堀、ＫＡＺＵ、
山本、三国、村上、麻植、岡山、石原、岡、工藤、大畠、矢間、久次米、森、中山、友成、吉成、大頭、
吉本、清谷、伊沢、齋藤、大出、富登、森本、金岡、井原、久保、佐々木、安喜、伊世、和田、行成、西
條、大西、鈴木、玉井、吉永、松本、藤岡、杉田、谷、上畑、里口、笹井、峯本、南條、岩谷、松島、舟
木、武田、三井、リディア、藤永、大隈、坂野、竹林、森岡、前川、福永、森、杉本、近藤、辻、兼市、
竹内、姫野、馬場、松崎、坂井、水田、大岩、朝日、野々瀬、宮下、片山、村島、高田、山花、長尾、幸
泉,西岡、豊原、新居、川崎、山崎、末岡、上原、三木、東口、石田、森下、藤田、山中、瀬山、河野、三
宅、大家、川尻、岸、尾崎、松岡、斎藤、松浦、美馬、石川、平岡、弘田、岡村、北川、五藤、家庭倫理
の会徳島、平田、木内、藤崎、今獅々、梅岡、長浜、酒井、笹盛、高原、長野、福田、川野、花岡、賀好、
北岡、第十、鳥居、田尾、大角、布袋、近藤、明野、豊田、津地、流、三角、小室、笠谷、土井、浦上、
杉山、池田、三ッ井、澤田、山西、撫養、勝本、早原、梶原、明石、村端、桑原、松田、岩佐、小河原、
犬伏、角元、、吉内、植野、岩見、茨木、安倍、西出、槙山、本浄、渡辺、島田、東根、濱田、レイ、中野、
前田、秋山、北井、井澤、島谷、雲財、柴田、大村、上久保、安藤、三谷、森脇、象潟、永正、中井、大
黒、浜田、井出、岡田、久保田、峯本、岡野、村瀬、北橋、広本、柏岡、赤松、川風、出口、西村、カシ
ハラ、都、野々瀬、勝占、半田、中田、広瀬、以西、友竹、大石、越、栗尾、市川、山松、フジナミ、吉
川、福村、森、長原、川口、栗田、内海、永浜、下條、奥谷、炭谷、岩瀬、小林、米崎、梶崎、岸上、河
崎、西森、枝澤、楠、早原,、谷井、梶田、勝浦、打樋、松井、藤井、北、浮津、村田、滝原、赤坂、安田、
加納、吉冨、矢本、高井、小尻、櫻谷、大島、黒山、井川、宮崎、荒井、濱野、月岡、嶋田、岩野、石本、
上崎、小川、松村、西野、堀岡、藤川、戸田、久田、高松、前岡、清、為実、蔭原、横井、対馬、金本、

平成12年 7月 

月の宮作業所開始 

平成17年 2月 

事務局・作業場兼店舗の

建物が火災により全焼 

平成12年 5月 

ＮＰＯ法人化 

平成18年 4月 

事務局建物が再建 

平成16年 10月 

ウガンダ研修生受入 

平成17年 6月 

環境大臣賞受賞 
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井口、桂、平山、、イワサ、黒石、村賀、堀、真田、谷、宮岡、田和、谷、桜田、北内、樫原、坂東、山
口、宮井、梶本、富峯、中島、三津田、古谷、青木、板橋、瀬戸、椋本、大栗、兼松、久米、草村、細川、
伊賀、岩橋、大上、沖津、若江、福良、イワセ、合田、槙本、カサハラ、尾形、芝井、戌、兼子、栂岡、
西本、○鳴門市○合田、福居、藤野、富永、青本、武地、住友、古川、高田、近藤、大西、木内、宮本、
田中、馬居、渡辺、高川、大石、日野、高川、シュレイ、吉田、三井、秋津、白鯛、長谷川、高松、正木、
高木、大江、森○藍住町○金本、福永、杉村、三原、瀬本、犬伏、篠原、三木、宮原、丸岡、白川、黒川、
板東、奥谷、安藝、高田、片山、中村、井出、林、松前、筒井、打樋、横田、楠木、矢部、植村、田中、
藤村、藤森、佐藤、河野、土井、中西、桝井、岡田、本浄、三宅、美馬、佐藤、國友、武田、森本、山本、
前川、石田、松永、豊田、井上、丸山、森本、花木、岡、西川、古川○小松島市○松山、伊川、松田、村
賀、中西、武中、飛田、多田、雨谷○吉野川市○平島、谷川、上川、井上、川野、藤原、藤本、石田、鎌
田、林、大久保、椙山、佐々木、大石、藤井、細井、川野、大塚、中西、富浦、矢田、小笠原、河野、米
田、折原、清水、柴田、桑田、北川、遠藤、井元、エルガワーシャ、、実平○阿南市○岡田、海老谷、岸
本、藤坂、桒宅、住友、武市、吉原、カナヤ、照原、菊池、田中、中野、嶋崎、井上、三木、原、井上、
細川、阿部○板野町○野村、宮本、井村、増田、鎌田、寿見、明石、岸、大久保、梶原、沖津、久米、中
原○石井町○ジエイコブセレ、平尾、本庄、清水、山口、近藤、伊勢、吉岡、岡本、小杉、秋岡、岸田、
久米、川端、森野、田村、加藤、住友、奈良、井上、辻、秋本、谷、新見、笹野、臼井、西岡、桜井、藤
重、藤本、高畠、尾崎、矢部、坂東、桑内、みやざき、大島、宮本、熊野、佐藤、吉城、樫原、福田、小
川、遠藤、岡崎、門條、武田、山崎、元木、菊池○上板町○稲井、板東、湯浅、奥野、笠井、高井、坂井、
菊池、楠本、梶河、谷、矢武、宮本、北岡、藤井、河野、世戸、天野、中村、渡辺、広瀬、フロイト、上
原○つるぎ町○佐伯、嘉納、上田○北島町○吉川、今市、南、飯富、萩原、河野、瀬部、井上、村田、石
田、中谷、吉田、山瀬、北峯、浜村、石井、大森、中村、濱口、平田、山下○阿波市○寺井、岡田、大久
保、鳴川、ミキ電器、堀尾、東馬、有井、谷、藤原、藤田、谷口、吉岡、片岡、三宅○佐那河内村○平岡、
奈木、彦上、桒原、梅北、竹田、丸井、田口○三好町○リーデル○神山町○高橋、河野、野原、久保、後

藤、高島○勝浦町○上田、美馬、上田○美馬市○関、
宮原、竹本、河野、森本○松茂町○三好、中野、北
西○海陽町○神沢○美波町○豊田○那賀町○森下
○福岡県○永峰○東京都○瀧倉、蒲田、名切○神奈
川県○宇山○埼玉県○本田○兵庫県○森、村主、合
田、森、太田、小阪○香川県○三好、原、三谷 

 
いつも当会の活動にご支援ご協力頂き、

ありがとうございます。 
品物を持って来て下さった皆様の中に

は、「何回も来て、書いているので」「名前
は結構ですから」と、お名前を書かずに帰
られた方も多数おられ、実際は上記の３倍
以上の方のご協力を頂いております。 

またカレー、ポテトサラダをメンバーた
ちの昼食に、と持って来て下さった河野
様、お野菜を差し入れて下さった吉田様、
二階様、その他の皆様にもこの場を借りて
お礼申し上げます。 
 頂いた品物は大切に活用させて頂きま
す。リユース・リサイクル可能なものがご
ざいましたら、ぜひお電話下さい。 
 
※本誌への掲載を希望されない場合は「匿名希望」
と記入して頂ければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 久米君 
 
 

お品物と一緒
にお手紙も頂
きました。 
大切に活用さ
せて頂きます。 
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ＮＰＯ法人 太陽と緑の会 
 

私たちは、「人も物も活かされる街造り」を
テーマに、ハンディーのあるなしに関わらず
「地域の中でその人がその人の足で立ってい
けること」を目指し、様々な方々（市民、ボ
ランティア、行政）の支えを頂きながら土､
日を含めた日常活動を行っています。 

これは、日本の次世代型ソーシャルアクシ
ョンモデルになると考えています。このよう
な活動のあり方により、徳島の将来や日本の
未来が、幸多く、豊かであることを願ってお
ります。 
 

発行：ＮＰＯ法人 太陽と緑の会 
〒779-3120 徳島市国府町南岩延 107-1  
ＴＥＬ・ＦＡＸ０８８－６４２－１０５４ 
（地域活動支援センター太陽と緑の会リサイクル作業所） 
代表理事  杉浦 良   編集 小山 隆太郎 
協力者名簿作成・タックシール添付 岡田 
ゆうメール押印 堀 
製本・発送作業 福住 大木 
 
年会費：正会員１万円(総会議決権・事業決算報告) 

準会員 1,000 円(機関誌発送) 
郵便振替口座：０１６２０－８－４４７０３ 

加入者名：特定非営利活動法人太陽と緑の会 
 

 

 

 

 

編集後記～お客様の駐車スペースが 

  24 台に増えました 

 

今から 18 年前、太陽と緑の会のお隣の

木工所が火災で全焼しました。 

太陽と緑の会の事務局・作業所兼店舗

建物も類焼はあったものの、消防署の皆

様の必死の消火活動に加え、風が反対方

向に吹いていたこともあって、全焼は免

れました。 

日が暮れかけた頃にようやく鎮火。停

電で電気、水のライフラインが止まり、

焦げた臭いが漂う暗闇の中、割れた窓ガ

ラスを窓枠から外しトラックに積んで、

ガラス屋さんまで運び、ガラスを入れて

頂いて持ち帰り、元の場所にはめる。 

50 枚以上の窓ガラスの交換を夜中にも

関わらず快く引き受けて下さったこと、

日付が変わる頃、最後の窓ガラスをはめ、

ろうそくの明かりで弁当を食べ、小雨降

りしきる夜空を見上げたことが想い起こ

されます。 

売場に陳列していた衣料品、電化製品

などの商品も、熱と水でほとんどがダメ

になり、市民の皆様が元通り来て下さる

ようになるのに２か月かかりました。 

その跡地は草が背丈近くまで伸び、荒

れてきたため、防火対策のことを考えて、

今日まで年 4回、刈払機による草刈りを

ボランティアで行ってきました。 

 

先日、18 年ぶりに来所されたその木工

所の社長さんからお話があって、その跡

地を当会職員の駐車場として活用するこ

とになりました。 

跡地の残差物片付け、樹木の伐採・運

搬及び路面整備を、メンバーも加わって、

2週間で行い、これまで敷地内にあった

職員駐車場をその跡地に移動。空いた場

所を活用することで、お客様の駐車スペ

ースは 18 台から 24 台に増えました。 

以前に比べ、お車も停めやすくなった

のではないかと思います。「車で品物を持

って行きたいのですが、停めにくいので」

と品物を郵送して下さった方もおられ、

心苦しく思っていました。今後ともよろ

しくお願い致します。（文責・小山） 


